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1．はじめに 

 著者らは，自治体に勤務する土木系技術職員を技術

公務員と定義し，彼らの技術力評価の実態調査や新た

な評価指標について研究を行ってきた．本研究は技術

公務員に求められる技術力を体系的に整理し，それに

基づく評価指標の構築につなげるものである．アプロ

ーチ手法はまず，建設マネジメントの体系化を行い，

得られた建設マネジメント体系の中から自治体の行う

業務，それに伴う技術公務員の役割，求められる技術

公務員の技術，能力を抽出した．これから得られた 55

項目の技術力について，野口 1）の提案する評価指標で

捕捉できていない技術力を整理した．これらは事務職

員を含めたすべての公務員に求められる能力であり，

能力評価指標の整理に活用していく考えである．また

今後，評価指標の一般化を行っていく． 

2．建設マネジメントの体系化 

建設マネジメントの体系は「建設マネジメント原論」

の中で，土木学会建設マネジメント委員会体系化特別

委員会の研究成果をもとに國島 2)が取りまとめている．

本研究では，体系の中心にある建設マネジメントサイ

クルのコアは，人材，技術と資金の 3 要素であるとし，

従前のマネジメントの中心に建設があるとした考えに

若干の修正を加え，さらに政策決定がマネジメントス

タートとなる考えを示した（図-1）． 

3．自治体業務と技術公務員の技術力・能力の抽出 

 建設マネジメント体系の中心にあるマネジメントサ

イクルに従って，自治体の行っている建設系業務の流

れを示し，それぞれの業務において技術公務員の役割，

技術公務員の技術力・能力を抽出した．この抽出には

建設マネジメントサイクルを支える 4 つの支援（1 制

度・仕組み，2評価，3体制・組織，4 人材育成・技術

開発）も考慮した（図-2）． 
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図-2 技術公務員の技術・能力の抽出 

 

4．技術公務員に求められる技術力・能力 

表-1 は建設マネジメント体系から抽出される技術公

務員に求められる技術力，能力を抽出した結果を取り

まとめたものである．ここには 55項目の技術力，能力

を示している．野口 1)は仕事のプロセスを 3 つの段階

に分類し（図-3），インプット領域，スループット領域，

　

建設マネジメント体系図

事業創生と政策の意思決定

（事業目的、全体構成、最終機能の決定）

１．制度・仕組みの

構築・改変

という側面からの支援

２．評価という側面からの支援

（１～４の支援要素すべてに関わる）

３．組織・体制

という側面からの支援

４．人材育成・技術開発

という側面からの支援

政策

人材

技術 資金

建設マネジメント

のコア

 

図-1 建設マネジメント体系図 
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アウトプット領域の中のいわゆる仕事の本体部分であ

るスループット領域を細かく分類し，この細分化要素

が技術力を評価する指標になると提唱している．表-1

の 55 項目の技術力・能力は，図-3のインプット領域に

あるが，スループット領域の細分化で指標化可能な技

術力，能力をスループット領域とし，分類整理した． 

表-1 技術公務員に求められる技術力・能力 

通番 技術力、能力 インプット領域 スループット領域
1 ・育成力 ○
2 ・指導力 ○
3 ・行政事務理解力 ○
4 ・運用力（活用力） ○
5 ・事務局運営力 ○
6 ・社会、経済の知識力 ○
7 ・企画、立案力 ○
8 ・政治、経済、社会分析力 ○
9 ・構想力 ○
10 ・人脈形成能力 ○
11 ・情報分析力 ○
12 ・情報掌握力 ○
13 ・説明力 ○
14 ・調整能力 ○
15 ・金融、財政知識力 ○
16 ・法令、制度設計力 ○
17 ・地域精通力 ○
18 ・提案力 ○
19 ・広報力 ○
20 ・交渉、協議能力 ○
21 ・目標管理能力 ○
22 ・積算能力 ○
23 ・国際力 ○
24 ・語学力 ○
25 ・施策分析、評価能力 ○
26 ・協調能力 ○
27 ・事業推進能力 ○
28 ・財政調整能力 ○
29 ・事業関連技術力 29.1統計学 ○

29.2測量学 ○
29.3地盤工学 ○
29.4道路工学 ○
29.5基礎工学 ○
29.6コンクリート工学 ○
29.7交通工学 ○
29.8水文学 ○
29.9海岸工学 ○
29.10河川工学 ○
29.11構造工学 ○
29.12土質力学 ○
29.13水理学 ○
29.14材料学 ○
29.15保全工学 ○
29.16上下水道学 ○

30 ・問題発生予見能力 ○
31 ・現場条件分析力 ○
32 ・説明会セット能力 ○
33 ・用地事務執行能力 ○
34 ・用地関係法令知識力 ○
35 ・施工技術力 ○
36 ・建設機械知識力 ○
37 ・新技術意識力 ○
38 ・管理者協議力 ○
39 ・業務管理能力 ○
40 ・受注者選定制度執行能力 ○
41 ・モラル ○
42 ・公平性、透明性確保の意識力 ○
43 ・事業関係法の理解力 ○
44 ・論理的文章作成能力 ○
45 ・人間力 ○
46 ・信頼提供力 ○
47 ・聞く力 ○
48 ・工事検査知識力 ○
49 ・管理法の理解力 ○
50 ・事故、災害対応力 ○
51 ・訴訟対応力 ○
52 ・研究開発意欲 ○
53 ・新機軸創出意欲 ○
54 ・クレーム対応能力 ○
55 ・照査技術力 ○

　　　       技術公務員に求められる技術力、能力　　　　建マネ体系図から抽出

 

 

 

 

 

 

 

図-3 仕事のプロセス 

昨今，自治体において職員の能力評価が進められて

いる 3)が，技術公務員の技術力に特化して評価してい

る自治体は無い．それはそもそも技術力の定義が定ま

っておらず，また自治体における評価制度を構築する

組織は主に事務系の組織であり，技術力の細部に目が

届かないことも原因と考えられる．また，一般に能力

評価は，評価値が数値化できないため，評価者の主観

に作用されることから，定着できていない． 

 しかし，能力評価の手法として，図-3 スループット

領域の細分化によって技術公務員の技術力，能力評価

ができると考えるところが本研究のコアである．表-1

の 55 項目のうち，スループット領域に含まれる項目は，

野口 1)で図-4 に示すとおり整理した業務を遂行するた

めに必要となる技術力を捕捉したものであり，この細

分化指標が評価指標そのものとなると考えられる． 

 一方，55 項目のうちインプット領域に含まれる項目

は技術公務員ばかりでなく広く事務系職員にも求めら

れる能力であり，インプット領域の能力評価の項目に

活用できると考えられる． 

 2. 企画  1. 財務 18. 制度考案・改正

 3. 調査 12. 説明責任 19. 構造物維持・保全

 4. 事業設計（基本詳細） 13. ＩＴ技術 20. 運営ロジスティクス

 5. 他機関調整 14. 人材育成管理 21. 技術管理

 6. 施工管理・監督 15. 自己研鑽 22. 砂防・海岸

 7. 施設管理 16. 安全管理 23. 水道・下水道

 8. 道路技術 17. 社会環境管理

 9. 河川技術

10. 用地・測量

11. 災害経験

土木技術者本来業務 総合技術監理業務
55項目→スループットより

得られる項目

 

図-4 仕事の中身（大項目） 

5．おわりに 

 本研究は建設マネジメント体系にベースを置き，技

術力の体系化を行い，技術公務員の技術力を評価する

大項目（図-4）が一般化できたと考える．今後は，大

項目の細分化を行い，一般的な評価指標を用意したい

と考える． 
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